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国土交通省
不動産・建設経済局
不動産市場整備課長　殿

（応募事業者名称）　





「不動産のインパクト改修投資促進に向けたモデル調査事業」に関して、本提案書のとおり応募します。

＜添付資料＞
☐　本提案書一式
☐　提案書に記載の内容を補足する参考資料（任意様式）（必要に応じて☑）


　※提案書の作成方法・留意事項
・次ページ以降の１～４それぞれに説明を記述してください。
・必要に応じて、図表等を用いて分かりやすく説明してください。
・様式はＡ4版、文字サイズは12ポイント以上としてください。
・枚数の制限はありませんので、不足する場合は適宜行・ページを追加してください。
・提案書に記載の内容を補足する参考資料がある場合は、任意様式にて別途提出することが可能です。その際、当該参考資料がどの記載部分の補足なのか明示してください。




連絡担当窓口
（法人名）
（部署）
（役職）
（担当者氏名（ふりがな））
（電話番号）
（E-mail）


	1. 背景・課題・目的等

	【1-1.背景・課題】
※改修によるインパクトの評価・訴求に関するスキーム検討に至った背景や現状分析及び課題認識を具体的に記述してください。











【1-2.目的】
※背景・課題を踏まえた提案スキームの目的を具体的に記述してください。特に、提案スキームが、不動産の改修を通じたインパクトによる価値創造を測るものになっているか、という点に留意して記述してください。











【1-3.想定する活用シーン】
※目的を踏まえ、提案スキームは、誰が、いつ、どのような場面で活用されることを想定しているか具体的に記述してください。






	2. 提案スキームの概要

	【2-1.評価するインパクトの内容】
※提案スキームで評価するインパクトの内容を具体的に記述してください。その際、ネガティブインパクトをどのように特定するかも説明してください。


















【2-2.指標(KPI)】
※インパクトを測定するために設定した指標(KPI)について具体的に記述してください。その際、各インパクトの測定に当該KPIを設定した理由も説明してください。




















【2-3.測定の方法・時期・頻度】
※KPIに関して、インパクトを測定する方法・時期・頻度を具体的に記述してください。特に、測定方法に関して、測定に係るデータをどのように取得するか具体的に説明してください。また、測定時期に関して、企画～運用の段階においてどの時期での測定を想定しているのか説明してください。

















【2-4.モニタリング】
※物件改修後の運用において、どのような体制でモニタリングを行う想定か記述してください。モニタリング方法については、2-3.測定方法・時期・頻度を踏まえて説明してください。























	3. 経済性への接続

	※提案スキームによる指標(KPI)や特定されたインパクトの項目が、どのように物件価値（対象物件の賃料上昇、ダウンタイム短縮等）、テナント価値（生産性向上、離職率低下等）又は地域価値（雇用創出、にぎわい創出等）の経済性に接続し得るのか記述してください。





	4.（任意）改修プロジェクトによるケーススタディ

	※提案スキーム活用し、具体の改修プロジェクトのインパクトを評価する計画がある場合は、当該プロジェクト、対象不動産及びインパクト評価に係る計画の概要を具体的に記述してください。
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